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昨
年
４
月
に
志
段
味
西
消
防

団
か
ら
分
離
独
立
。
名
古
屋
市

で
２
６
７
番
目
、
守
山
区
で


番
目
の
消
防
団
で
す
。

　

下
志
段
味
学
区
で
は
区
画
整

理
が
進
み
、
人
口
が
平
成
初
期

に
比
べ
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
枯
れ
草
火
災
が

た
び
た
び
起
こ
る
地
域
で
し
た

が
、
宅
地
化
や
住
民
の
防
火
意

識
の
高
ま
り
に
よ
り
火
災
の
発

生
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
消
防
団
に
期
待
さ
れ

る
の
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

大
規
模
地
震
へ
の
対
応
力
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
の
精
神
で
活
動
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
団
員
は
定
員

人
に

対
し
て

人
で
す
。
自
分
の
ま

ち
を
守
る
―
新
入
団
員
（
性
別

不
問
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
残
さ
れ
て
い
る
古
い
史

料
に
よ
る
と
、
大
森
消
防
団
に

は
１
８
９
６
（
明
治

）
年
設

立
の
「
消
防
組
」
か
ら
引
き
継

が
れ
て
い
る
歴
史
が
あ
る
と
の

こ
と
。
詰
め
所
に
は
い
ま
も
、

往
時
を
思
わ
せ
る
纏

ま
と
い

が
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
技
術
向
上
に
努
め
て

お
り
、
定
例
訓
練
に
加
え
、
消

防
署
と
連
携
し
た
実
践
的
な
訓

練
を
実
施
。
ま
た
、
団
員
の
う

ち

人
が
応
急
手
当
普
及
員
の

資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
正
し

い
知
識
の
普
及
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
祭
り
や
盆
踊

り
な
ど
の
学
区
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
住
民
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
大
地
震
を
は
じ
め
、

災
害
時
の
緊
急
対
応
に
役
立
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
活

動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

森
孝
東
学
区
は
尾
張
旭
市
に

隣
接
し
て
お
り
、
尾
張
旭
市
消

防
団
と
の
交
流
も
深
め
て
い
る

こ
と
が
わ
が
団
の
特
徴
で
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
毎
月


日
「
防
火
の
日
」
を
は
じ
め
、

春
・
秋
の
火
災
予
防
週
間
、
年

末
特
別
消
防
警
戒
な
ど
に
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
や
救
急
救
命
の

訓
練
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
使
っ

た
放
水
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
学
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
に
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
各
地
の
防
災

セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
や
研
修
旅

行
へ
出
掛
け
る
な
ど
し
て
、
活

動
以
外
に
も
団
員
同
士
に
よ
る

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
女
性
消
防
団
員
を
特
に

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
区
消

防
団
連
合
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
志
段
味
消
防
団

２
０
２
０
年
発
足
、団
員

人
、野
田
静
市
団
長

森
孝
東
消
防
団

１
９
９
７
年
発
足
、団
員

人
、森
下
和
良
団
長

大
森
消
防
団

１
９
６
４
年
発
足
、団
員

人
、豊
田
芳
昭
団
長

み
ん
な
の
ま
ち
の

消
防
団
紹
介

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局（
守
山
消
防
署
総
務
課
）
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同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
四
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
ソ
プ

ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号
⑤
お
近
く
の
中
日
新
聞
販

売
店
名
を
記
入
し
て
＝circl

e@m-hn.com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ソ
プ

ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
二
十
八

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

め
て
い
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
赤

と
ん
ぼ
（
山
田
耕
筰
）
、
里
の
秋

（
海
沼
實
）、
「
愛
す
る
歌
」
よ

り
〝
さ
び
し
い
カ
シ
の
木
〟

（
木
下
牧
子
）
、
オ
ペ
ラ
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
よ
り

〝
私
と
踊
り
ま
し
ょ
う
〟
〝
夕

べ
の
祈
り
〟
（
Ｅ
・
フ
ン
パ
ー

デ
ィ
ン
ク
）
ほ
か
。

　

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は

千
五
百
円
で
、
九
月
二
十
四
日

（
金
）
か
ら
発
売
。
感
染
症
対
策

の
た
め
百
九
十
席
限
定
。
未
就

学
児
は
入
場
不
可
。
問
い
合
わ

せ
は
守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎
０

妹
で
、
守
山
区
大
森
の
出
身
。

ま
た
二
人
は
、
同
劇
場
が
運
営

す
る
地
元
の
児
童
合
唱
団
「
も

り
っ
こ
彩

い
ろ
ど
り

合
唱
団
」
の
指
導
者

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
務

　

「
奥
村
育
子
×
趙
知
奈　

２

人
の
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
～

今
こ
そ
聴
き
た
い
日
本
の
歌
、

オ
ペ
ラ
の
名
曲
～
」
が
十
一
月

二
十
日
（
土
）
、
守
山
文
化
小

劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
催
さ
れ

る
。
午
後
二
時
開
演
、
同
一
時

十
五
分
開
場
。

　

日
本
の
童
謡
や
歌
曲
、
オ
ペ

ラ
の
名
曲
な
ど
幅
広
い
楽
曲
を

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
明
る

く
透
き
通
る
歌
声
の
奥
村
育
子

さ
ん
、
美
し
く
凛
と
し
た
歌
声

の
趙
知
奈
さ
ん
の
〝
２
人
の
ソ

プ
ラ
ノ
〟
と
、
ピ
ア
ノ
の
奥
村

明
子
さ
ん
が
出
演
す
る
。

　

育
子
さ
ん
・
明
子
さ
ん
は
姉

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
守
山
お
も
ち
ゃ
病
院
「
ど
ん
ぐ

り
」
（
岡
崎
明
代
表
）
で
は
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
う
「
ド

ク
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
間
も
な
く
発
足

二
十
三
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
修
理
し
た
お
も
ち
ゃ
の
数

は
一
万
三
千
個
以
上
。
「
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ど
う
ぞ
」

と
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

「
ど
ん
ぐ
り
」
は
前
代
表
を

務
め
た
故
・
志
水
昭
二
さ
ん

と
、
妻
の
正
子
さ
ん
＝
大
森
二

＝
が
一
九
九
八
年
十
月
に
発

足
。
昭
二
さ
ん
が
定
年
退
職
を

迎
え
た
時
に
「
何
か
、
人
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
話
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
小
幡

交
差
点
角
に
あ

っ
た
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
プ

レ
ハ
ブ
仮
事
務

所
で
開
院
。
翌

年
四
月
に
は
、

同
協
議
会
の
移

転
と
と
も
に
ア

ク
ロ
ス
小
幡
の

二
階
へ
。
毎
月

一
回
の
診
療
を

続
け
、
来
院
者

も
ド
ク
タ
ー
も

少
し
ず
つ
増
え

て
い
っ
た
。

　

現
在
活
躍
し
て
い
る
ド
ク
タ

ー
は
四
十
代
か
ら
九
十
代
ま
で

の
男
女
十
六
人
。
平
均
年
齢
は

約
七
十
六
歳
で
、
高
齢
化
が
悩

み
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
で
の
修

理
を
担
当
し
て
お
り
、
女
性
は

人
形
の
服
の
縫
製
も
行
う
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
の
ほ
つ
れ
や
電

池
で
動
く
お
も
ち
ゃ
の
接
触
不

良
な
ど
は
、
そ
の
場
で
修
理
。

新
し
い
部
品
が
必
要
と
い
っ
た

複
雑
な
故
障
は
〝
入
院
〟
に
な

り
、
ド
ク
タ
ー
が
家
へ
持
ち
帰

っ
て
直
し
て
い
る
。

　

お
も
ち
ゃ
病
院
で
の
苦
労
を

「
い
ま
の
お
も
ち
ゃ
は
修
理
す

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
作
ら
れ

て
い
な
い
。
各
部
品
が
接
着
さ

れ
て
い
た
り
、
分
解
作
業
が
大

変
」
と
岡
崎
代
表
七
四
。
ま

た
、
や
り
が
い
に
つ
い
て
は

「
お
子
さ
ん
が
直
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
受
け
取
っ
て
喜
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
う
れ
し
く

な
る
」
と
話
し
、
に
っ
こ
り
。

　

「
ど
ん
ぐ
り
」
で
は
ド
ク
タ

ー
を
募
集
中
。
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
電

話
番
号
は
以
下
に
表
記
）
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

【
お
も
ち
ゃ
病
院
】
守
山
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
ア
ク
ロ
ス

小
幡
二
階
）
＝
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
２
０
１
１
▽
診
療
日
＝

毎
月
第
四
土
曜
▽
診
療
時
間
＝

午
前
十
時
―
午
後
二
時
半
▽
費

用
＝
無
料
（
た
だ
し
、
部
品
な

ど
の
材
料
代
は
実
費
）

　

守
山
児
童
館
（
第
二
水
曜
）
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
第

三
金
曜
）
、
小
幡
緑
地
西
園
管

理
事
務
所
（
第
一
土
曜
）
ほ
か

で
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

古
墳
時
代
の
円
筒
埴は

に

わ輪
を
当

時
の
製
法
で
作
る
「
埴
輪
づ
く

り
体
験
」
が
先
月
五
日
、
体
感

！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
＝
上
志
段
味
前
山
＝
で
開
か

れ
、
親
子
連
れ
ら
三
十
六
人
が

参
加
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護

室
の
主
催
で
、
西
大
久
手
古
墳

＝
上
志
段
味
大
久
手
下
＝
の
埴

輪
を
復
元
製
作
し
よ
う
と
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
催
し
の
一

つ
。
発
掘
調
査
の
体
験
と
と
も

に
二
〇
一
九
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
古
墳
時
代
を
体
感
し

て
も
ら
う
の
が
目
的
。

　

作
り
方
の
説
明
を
受
け
た
参

加
者
ら
は
粘
土
を
ろ
く
ろ
の
上

で
成
形
す
る
な
ど
、
尾

張
地
方
独
特
の
製
法
を

体
験
。
丸
い
底
を
作
っ

た
後
、
ひ
も
状
に
し
た

粘
土
を
輪
に
し
て
円
筒

形
に
積
み
上
げ
た
。

　

ま
た
手
や
木
片
で
表

面
を
整
え
た
ほ
か
、
く

し
の
よ
う
な
板
で
な
で

て
ハ
ケ
目
と
呼
ば
れ
る

筋
を
付
け
た
り
し
た
。

約
五
㌔
の
陶
芸
用
粘
土

を
使
い
、
高
さ
と
上
部
の
直
径

が
三
十
㌢
ほ
ど
の
円
筒
埴
輪
を

仕
上
げ
た
。

　

上
志
段
味
東
山
か
ら
母
親
と

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
小
学
四

年
生
の
男
の
子
は
「
（
粘
土

を
）
積
ん
で
作
っ
て
い
く
と
こ

ろ
が
楽
し
い
」
と
照
れ
く
さ
そ

う
に
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
日
出
来
上
が
っ
た
埴
輪

は
乾
燥
後
、
補
強
の
処
理
や
ガ

ス
窯
で
の
焼
成
が
行
わ
れ
た
。

来
年
三
月
に
は
、
て
ん
び
ん
棒

に
埴
輪
を
つ
る
す
な
ど
当
時
の

方
法
で
同
古
墳
へ
運
ぶ
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
同
古
墳
で
は
今

月
か
ら
約
三
カ
月
間
の
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
作
ら
れ
た
埴
輪
が
並
ん
で

い
る
様
子
を
フ
ェ
ン
ス
越
し
に

見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

　

金
城
学
院
大
学
＝
大
森
二
＝

の
学
生
が
考
案
、
地
元
産
の
野

菜
を
生
か
し
た
総
菜
メ
ニ
ュ
ー

が
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
尾

東
の
「
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
と
れ
た
て
れ
す
と
ら
ん
」
＝

瀬
戸
市
＝
で
提
供
さ
れ
る
。

　

考
案
し
た
の
は
、
生
活

環
境
学
部
食
環
境
栄
養
学

科
で
管
理
栄
養
士
を
目
指

し
て
学
ん
で
い
る
四
年
生

三
人
。
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
尾
張

旭
市
＝
の
番
組
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
で
、
産
直
野
菜
を

通
し
て
地
元
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
す
る
も
の
。

　

こ
と
し
六
月
に
企
画
概

要
が
伝
え
ら
れ
、
メ
ニ
ュ

ー
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。
テ

ー
マ
は
「
旬
の
野
菜
」
で
、
一

品
の
調
理
時
間
は
二
十
分
以

内
。
三
人
は
、
ひ
と
手
間
を
加

え
る
な
ど
〝
家
庭
で
は
な
か
な

か
作
ら
な
い
総
菜
〟
を
目
指
す

こ
と
に
し
た
。

　

自
宅
や
学
校
で
の
試
作
と
試

食
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二

品
ず
つ
考
案
。
八
月
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
側
に
よ
る
試
食
が
行
わ

れ
、
一
人
一
品
ず
つ
計
三
品
が

選
ば
れ
た
ほ
か
、
各
メ
ニ
ュ
ー

の
味
付
け
な
ど
に
つ
い
て
要
望

が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
こ
の
ほ
ど
、
番
組
出
演

者
ら
も
交
え
た
二
回
目
の
試
食

会
が
催
さ
れ
、
最
終
的
な
料
理

内
容
が
決
ま
っ
た
。
「
と
れ
た

て
れ
す
と
ら
ん
」
で
提
供
さ
れ

る
総
菜
メ
ニ
ュ
ー
と
考
案
者
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　

▽
ご
ぼ
う
の
和
風
ア
ラ
ビ
ア

ー
タ
＝
大
石
怜
美

　

▽
里
芋
の
揚
げ
出
し　

柚ゆ

ず子

香
る
み
ぞ
れ
が
け
＝
岡
山
な
な

み
　

▽
じ
ゃ
が
い
も
の
ハ
ニ
ー
マ

ス
タ
ー
ド
和あ

え
＝
上
堂
薗
美
里

　

守
山
区
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
連
絡
員
研
修
会
が
七
月
二
十

一
日
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
、
各
学

区
か
ら
集
ま
っ
た
約
五
十
人
が

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
ら
へ
弁
当
を

届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
お
り
、
研
修
会
は
情
報
交
換

の
場
。
今
回
は
特
殊
詐
欺
を
テ

ー
マ
に
し
て
催
さ
れ
、
利
用
者

と
の
会
話
も
多
い
連
絡
員
が
学

び
・
伝
え
る
こ
と
で
被
害
防
止

に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。

　

守
山
署
員
が
講
師
を
務
め
、

こ
と
し
六
月
末
ま
で
に
三
十
件

の
特
殊
詐
欺
が
発
生
し
、
被
害

金
額
は
約
三
千
万
円
と
、
管
内

の
状
況
を
説
明
。
最
近
の
傾
向

と
し
て
、
会
員
登
録
や
パ
ソ
コ

ン
の
ウ
イ
ル
ス
除
去
を
名
目
に

電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
権

を
だ
ま
し
取
る
架
空
請
求
詐
欺

が
増
え
て
い
る
と
話
し
た
。

　

ま
た
「
健
康
保
険
料
の
還
付

金
が
あ
る
」
と
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
さ
れ
、
本
人
が
不
審
に

思
っ
て
電
話
を
切
っ
た
こ
と
で

被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
事
例
な

ど
を
紹
介
。
「
お
か
し
な
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
利

用
者
の
方
々
へ
伝
え
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
桑
嘉

子
代
表
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

携
わ
る
会
員
へ
の
言
葉
と
し
て

「
お
弁
当
だ
け
で
な
く
、
一
言

で
い
い
か
ら
特
殊
詐
欺
の
被
害

防
止
に
つ
な
が
る
言
葉
を
届
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

奥
村
育
子
さ
ん

奥
村
明
子
さ
ん

趙
知
奈
さ
ん

被害者家族が登場して心境を
語るＤＶＤの上映も行われた

おもちゃの修理1万個を達成して記念
撮影（2018年12月、当時のドクター）

「とれたてれすとらん」でYO!YO!YOSUKEさん
（写真中央）らによる2回目の試食が行われた

お
も
ち
ゃ
修
理「
ド
ク
タ
ー
」を
募
集
中

守
山
お
も
ち
ゃ
病
院「
ど
ん
ぐ
り
」

し
だ
み
ゅ
ー
で「
埴
輪
づ
く
り
体
験
」

親
子
連
れ
ら
粘
土
を
こ
ね
て
古
墳
時
代
を
体
感

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
を
目
指
し

守
山
区
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
絡
員
研
修
会

金
城
学
院
大
生
考
案
の
総
菜
メ
ニ
ュ
ー

「
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
れ
た
て
れ
す
と
ら
ん
」
で
提
供

23日から

形作るのが大変―親子で協
力しながら円筒埴輪作り

奥
村
育
子
×
趙
知
奈

　
　
　
　

２
人
の
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

守
山
文
化
小
劇
場
で
童
謡
や
オ
ペ
ラ
の
名
曲
な
ど

11月日


